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に44.5%,イ ンドに34.0%が 輸出されるようになった (表 1)4。 中国やインドヘの輸出は,

ディスカウント価格での輸出となり, これも輸出額減少の要因となった。天然ガスについ

ては,2023年のパイプラインによる輸出が,数量でも2021年 と比べて半減する事態となっ

た
5。

2021年 にはEU向 けの輸出が65.6%を 占めていたが,2023年 にはそのシェアが26.9%に

低落した。

石油・ガスの輸出が大幅に減少するなかで,2023年 にGDPの 3.6%成長をもたらしたの

は軍需であった。経済活動別にGDP成長に対する寄与度を計算すると,製造業の寄与度

が0.87%で 最大であったが,そ のなかでも,金属製品,電子計算機 。電子・光学機器,そ
の他輸送機器の寄与度が大きかった。さらに詳しく鉱工業統計を見てみると,軍需に関連

する部門の増加率が高いことが分かる。製造業の増加率は7.5%で あったが,兵器や弾薬

の生産に関わる「他の分類に合まれないその他の金属製品」が38,7%の 増加,兵器の部品

生産に関わる「電子計算機 。電子・光学機器」が32.8%の 増加,戦闘機を合む「航空機 。

宇宙機器」が21.5%の 増加,戦艦や戦車の生産に関わる「他の分類に合まれないその他輸

送機器」が34.8%の 増加であった (服部2024)。

3.連邦財政

ロシアの連邦財政歳入においては, これまで石油・ガス収入 (石油 。ガスの採掘税や輸

出関税などの税収)が大きな役割を果たしてきた (図 3)。 しかし,2023年 には石油 。ガ

ス価格の低下により,石油・ガス収入が大幅に減少した。石油・ガス収入は,2005～ 2019

年の平均では対GDP比8.6%で あったが,2023年 には5.1%に 低下した。これは, コロナの

影響で油価が下落した2020年 を除くと, これまでで最も低い数値である。石油・ガス収入

が連邦財政歳入総額に占める比重は,2005～ 2019年 の平均では44.4%で あったが,2023年
には30.3%に 低下し,こ れも2020年 を除いて,最低の数値となった。ロシアでは,石油・

ガス輸出の不振は,連邦財政歳入の減少に直結 してきたが,2023年 の連邦財政赤字は対

GDP比 1.9%に 留まり,2022年の同2.1%と ほぼ同水準であった。これは,非石油・ガス収

入のなかの輸入関連の税収が,ル ーブル減価によって膨れ上がったことによるところが大

きかった。後述するような大幅なルーブル減価は想定外であり,財政はその恩恵を受けた

形 となった
6。

4.為替レート

2023年 のルーブルの対 ドルレー トは, 1ド ル=84.7ルーブルであり,史上最も安い水準

となった (図 4)。 同図から分かるように,ルーブル・レー トは, これまでは油価の変動

との相関が高かったが,2018年頃から油価が上昇しても必ずしもルーブルが強 くならない

状況が発生するようになった。2021～2022年 においても,油価は相当上昇したが,ルーブ

ルはほとんど増価しなかった。2023年 には,油価は前年よりは低下したものの,かなり高

水準であったにもかかわらず,ル ーブルが大幅に減価 したのである。

2023年 におけるルーブル減価の直接的な原因は,石油 。ガス価格低下による経常収支黒

字の大幅縮小であり,イ ンフレの高進も減価に寄与したと考えられるが (2023年 のインフ

42023年の石油・ガスの輸出額・量について, ロシア税関庁,統計庁,中 銀は公表 していないため,表 1で は,

BPと Enetty institutcに よる数字を利用 した。
5液

化天然ガス (LNG)と しての輸出 (サ ハ リンからの輸出を含む)は それほど減っていないが,ロ シアの場合,

LNG輸出額は大然ガス輸出総額の12%を 占めるに過ぎない (2021年 , ロシア中銀のデータによる)。 経済制裁
により,LNGの 生産を拡大することも難しい状況である。

6ロ
シアの財政の問題については,金野2023,服 部2024, 日菫2024が参考になる。
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図 1 ロシアの輸出の実質増加率 (対前年比 %)
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図 2 ロシアの輸出 。輸入の名目値 (対GDP比  %)
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表 1 ロシアの原油・ガスの地域別輸出

ヽ

注 :合計は2024年版で更新された数字であるが,2021年 と2022年の内訳は各年版の出所による。
構成比は,各年版掲載の合計値から計算したものであるこ

出所 :BPと Energy lnstitutcに よ る S′″′S″
“
7/R`1'01`'f IIら″/″ D7`7邸 各年 片反か ら作 成

=

2021      2022     2023 2021      2022      2023

原油

合計

欧州

中国

インド

その他

244.11

138.7

79.6

4.5

21.3

100:万 t

262.7

116.9

86.2

37.0

22.6

240.8

32.4

107.0

81.8

19.6

構成比 (%)

100.O     100.0

52.6      44.2

30.2      32.6

1.7      14.0

15.5       9.3

100.0

13.5

44.5

34.0

8.1

天然ガス (パイプライン)

合計

EU

その他欧州

CIS

中国

201.4

132.3

34.7

27.1

7.6

10億翻

125.0

61.5

23.9

25.3

14.7

95.4

25,7

24.1

24.3

21.31

構成比 (%)

100.0     100.0

65.6      49.1

17.2     19.1

13.4      20.2

3.8      11.7

100.0

26.9

25.3

25.5

22.3


